
 

 

 

 ９月２４日に車いす体験、１０月１日に点字体験をしました。 

 車いす体験では、車いすの開閉方法と車いすに乗って自分で操作したり、簡単な介助をしたりしま

した。段差があるところでは、キャスター（前側の小さいタイヤ）をあげます。この介助は、思って

いたより力が必要だと感じたのか、車いすに乗っていても、「ひとりだったら、段差があったとき、

どうしたらいいのかな」と考えている様子もみられました。また、突然介助がはじまると車いすにの

っている人は、とてもびっくりするので、目線を合わせて「動きますよ」「あがりますよ」と声をか

ける必要性も実感しました。点字体験では、子どもたちは、点字の仕組みを学び、点字一覧表を見な

がら、ひらがな、数字などの打ち方を覚えたり、打った点字を読んだりしました。みんな、とても集

中して取り組むことができていました。これからも福祉について学びを深めていきます。 


